






立面図　1/1200

断面図　1/1200

ずっと敷地に悩み、最後まで敷地を悩み続けていた印象。もっと自分なりの「登る」という行為と空間の関係を深く掘り下げて、建築の形への提案に
つなげていって欲しかった。ただ、プログラムはどうであれ可能性のありそうな形だと思った。

木幡耀

「登る建築」というテーマになって、立体的な空間体験の純な感動を作るような話だったかと思ってたけど、そもそもは豊かな移動空間を作ろうとい
うのがあったことを卒本を読んで理解した。そういえば万平はそんな話だった。
同じく移動をテーマにしていたあべほの案についてしょっちゅう聞いていたけれど、移動する体験自体を意識的につくろうとしたのはいいものの、や
はりその目的から切り離された純粋な移動というのは考えようがなくて、当初の意図と外れて目的を設定するところからやらないといけなくなって悩
む、というのが共通していると感じた。
これはむしろ、整然と積み重なる既存の目的空間たちを対象に、その秩序を破壊する新たな経路を提案するという方向があったのではないかと思う。
既存建築たちにボリボリ穴を掘ったり張り出しを作ったりして、既存の街路と全く異なる体験を与える道を通すというようなやり方。新築であれば一
度描いたプランのなかに全く異なる動線を寄生させてしまうとか。

髙橋健

かみしんのいい意味での愚直さが「登る」というテーマ設定と建築によく現れていると思う。空間的な経験からこのテーマを選ぶことには納得できるし、
良かったと思う。その中で、登るということが単に移動という視点だけでなく、登るという行為がプログラムや活動にどう影響を与えるのか、また登
るということ自体にあたらあしい価値を生み出すような提案がされていたらもっと良かのかなと思う。あとは一緒にかみしんちで作業できたことはい
ろいろ家に対しての不満はあったけど、助かった（笑）

上田成夢

水平垂直の均質的な空間を批判し、登るという行為によって純粋に建築空間を考えるという卒制の切り口や独自の動線計画断面、巨匠のようなドロー
イングなど、かみしんらしさを感じました。設計としてはもう少し内部空間にも立体的な移動空間が出てくるとさらに良いのではと感じました！

藤澤太朗

４．９畳スタジオにはお世話になりました。図面だけで複雑な建築を立ち上げていて。なんでそうなったかぱっとみ分からなくて、何度か上信の設計
の模型を作って考えてみて、考えが進んだこともあります。ありがとう。最後はかみしんの好きな移動経路自体を設計できてよかったねと思ってました。
模型死ぬほど重かったです。

阿部ほなみ

Comments from Classmates

移動行為の中でも、登ることがもっとも建築を面白くするのだという考えは、かみしんが学部でつくった建築に一貫してあらわれていたように思う。
機能だけで語ることのない建築は、伸びやかな風景としてあらわれていて良いなと思いました。

前本哲志


